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20 エルレのリンネル ＝ 1 着の上着 












































に出てくる Warenbesitzer の訳語で、「商品所有者」とも訳されるが、Besitzer とは、所有権者と
いうより実質的にそれを「いま、手に持っている人」だから、氏は彼が労働者か生産者かは重
要な問題ではない、と判断していることになる。 

































－ 4 － 
 ドイツ語版は、「ボタンをしっかりかけて、上着は一見素っ気ない態度を見せているけれど、
リンネル女は、そんな上べにはだまされず、彼の中に、仲間同士だから解る（stammverwandte）




は彼のなかに、価値（la valeur：女性名詞）という、溢れんばかりの女きょうだい心（un âme soeur 
pleine）を見抜いたのだ。これが、［女と男という上べからは］「情事 la affair」と見える「こと 







































































20 エルレのリンネル ＝ 1 冠の宝石ティアラ 
 あるいは    ＝ 10 個入りワン・パックのたこ焼き 
（註：「たち」は上着にもあてはまること前述） 




20 エルレのリンネル ＝ 1 着の上着 
 あなたはホッとして「これなら成り立つ」と思う。なに一つ根拠はない。何度も見慣れてい
る式だからにすぎない。要するに、思考が麻痺させられているのである。 





















も迷路そのものだった。「シングル幅」が 36 インチ＝1 ヤード、「ダブル幅」が 48～60 インチ
だとか（これでなぜダブルなんだ？）、ジョン・ケイの「飛び杼」の発明（1733 年）以後は「広
幅生地」（broader fabric）が普通になったとか（広幅ってどの位よ？）、「ヤール幅」といっても
実際は 8 分の 7 とか 4 分の 3 ヤードだとか（そんな無茶な）とか、まるでとりとめがない。マ
ルクスの時代のロンドンのヤール幅がこれだ。しめくくりに近所の生地屋で買うふりをして聞
いて見たら、女店員は「いろいろですね」と、涼しい顔だった。 




幅も品質も不明な 18 メートルのリンネル＝ウール地と言うだけの上着 1 着 
となる。単純とは、シンプルながら、そのシンプルさゆえに事の本質をずばり明示する様態も






 「1 着の上着」はもちろん、「20 エルレ」さえも結局はぐらかされたまま、かなしく「全体的
な、あるいは拡大された価値形態」（いわゆる第二形態）へ移る。 
 ここでデビューする等価形態の新顔は、茶・コーヒー・小麦・金・鉄、だ。 
－ 8 － 
 また街角に立った20エルレのリンネル怪人は、価値札を5枚ぶらさげることになるが、重なっ
て見にくいので 1 枚のプラカードに書き並べる。 










 ともかくもここで値段（価値の別名）の見当がつけられる。貴金属の 1 トロイ・オンスは約
31.1 グラム。その値段は、2018 年 6 月 20 日のニューヨーク商品取引所（ＮＹＭＥＸ）先物市
場では 1,299.3ドルだった。まだ値上がりするとし丸めて 1,300ドルにすると、2オンスは約 2,600
ドル。さらにざっと丸めて、同日の外為市場の円価約 110 円で換算すれば 28 万 6 千円だ。えー
い、面倒だから 30 万円としよう。 
 これは面白くなってきた。 
2 オンスの金     ＝ 30 万円 
20 エルレのリンネル ＝ 30 万円 
1 着の上着 ＝ 30 万円 
10 ポンドの茶 ＝ 30 万円 
40 ポンドのコーヒー ＝ 30 万円 
1 クォーターの小麦 ＝ 30 万円 
半トンの鉄 ＝ 30 万円 
 ながめていると、何だか化かされていたような気分になってくる。 






－ 9 － 
眺めていて思いついたにちがいない。 
 30 万円の上着を前に等価形態の夢に焦がれていたリンネル女の素性も見えてきた。このリン
ネルは 1 ヤールで 1 万 5 千円。リンネルって、そんなに高価なものだったのか、と目を開かれ
る気持でまたネットを開く。閑人はここでもうんざりする。ほとんどが柄物で白生地は数える
ほどだ。ようやく見つけた亜麻 100 パーセントの白布は、生地幅 135 センチで 1 メートル 990
円だった。似たような品物もあるが高くても 2000 円だ。ここは生地幅を無視して、仮に 1 メー





約 288 リットル）当たり 53.62 シリング。20 シリングで 1 ポンドだから、つまり 2 ポンド 14
シリング、十進法では 2.7 ポンドだった（マサイアス『最初の工業国家』）。 
 これにマルクスは 2 オンスの金と値をつけた。扱い慣れなかったせいか、マルクスの金の評
価はかなりいい加減で、「2 ポンド・スターリングが 2 オンスの金の鋳貨名ならば」とか、「2
ポンドが 2 分の 1 オンスの金」とか、いろいろ書いている。当時の金本位貨幣「ソヴリン金貨」
は、鋳貨としては摩耗を防ぐために少量の混ぜ物をして純度は 91.7 度だが、これが 1 オンス＝
3 ポンド 17 シリング余とは「価値尺度」節の（注 61）にも出ている。これが正確な価値だ。金
2 オンスとは 7 ポンド 14 シリング（十進法で 7.7 ポンド）である。つまり時価 2.7 ポンドでし
かない小麦 1 クォーターに、その 3 倍もの 7.7 ポンドの値を付けたわけだ。 











の 500 キログラムをリンネル所有者が上着 1 枚程度の品としか見てくれないことに、腹も立て










たどりついたイギリスのサイトでは、1867 年の鋼鉄インゴット・トン当たり価格は 8 ポンド 17
シリング余だった（Ａ．バーチ『英国鉄鋼（Iron and Steel）経済史』）。第二形態では「半トン
＝金 2 オンス＝7 ポンド 14 シリング余」だったから、ここでもマルクスは自分の「鉄」に、市
販の鋼鉄の 2 倍もの値段を付けていることになる。 
 
 次は茶。イギリスだから「紅茶」にきまっている。1 重量ポンドは約 454 グラム、10 ポンド
で 4,536 グラム。スタンダードである四角い紅茶缶は 125 グラム入りだから、10 ポンドの茶は






もろとも約 50 万人が、ふつう 30 年間（ほとんど終身！）という年期契約で働いたのだ。高地
の山腹で摘んだ茶葉の大袋を麓まで運びおろす労働はどんなに辛かったことか。 
 
 その次がコーヒー。40 ポンドは 18,160 グラムだから、これも丸めると 1 グラム＝約 11 円。
そこらのスーパーで売ってるコーヒー豆パックで、ブルーマウンテン・ブレンド（この「ブレ
ンド」の率があやしい）が、200 グラムのパックで 1000 円前後で、つまり 1 グラム＝5 円。茶








ある（ちなみに 2013 年 5 月某日の「日経産業新聞」の記事では鉄スクラップ（Ｈ型）1 トンが






















































        一着の上着 ＝ 20 エルレのリンネル 
 10 ポンドの茶 ＝  〃 
 40 ポンドのコーヒー ＝  〃 
 1 クォーターの小麦 ＝  〃          ＊ 本文では、「半トンの鉄」の次に」 
 2 オンスの金 ＝  〃              「Ｘ商品 Ａ =  〃」という例示 
 半トンの鉄 ＝  〃              があるが、漠然すぎるので省略。 
 































































































































































































































































































































る。改めて長谷部訳『資本論第一巻』（昭和 21 年刊）をいとおしみながら。 
